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1 、は じめ に

　照明光源や被験者が変われ ば、物体の 見え

方は異な る 。 そ こで 自色物質 の 場 合の 、視感

条件 の 相 違 にお け る感覚量 と物理 量の 関係を

解明す るため 、照明光源の相関色温度、被験

者の等色関数 ・眼内吸光度をそれ ぞれ変化さ

せ、 白色度 と い う観点か ら比較検討 した。

　なお、白色度指数WiS の 算出に は 、 CIE

白色度式 を、試験色はすべ て JIS 　 Z 　 87

17　付属書に ある試験色 1〜3を用 い た。

2 ，照明光源の 相違に起 因す る視感評価 の 差

　光源 と して 、 CIE が提案 した昼光 の代表

的分光 放射輝 度 率 1 ）

を馬い て 、試験色 の 変化

か ち白さの 見えの 変化 を推定 した．

2 ． 1　 条 件

　相関色温 度が 5000，S500，6000，6500，7000，
7500，　80   O

，
IOOO  

， 15DOO， 2000  K 及び直射光を

用 い た、

2 ． 2　 方法

　各試験色 の 全分光放射 輝度 率β， ，×（k）、 CI

E 三 刺激値、色 度座標、 LXie，a   日 ，げ 田 値 、

CIE 白色度指数 Wie を計算 し、
6500K を基

準 と した 時の 色差 と白色度指数差 を求め た 。

2 ． 3　 結果

　図 1に示す よ うに、高色温度の 照明光源ほ ど

試験色の 蛍光 分光 放射輝 度率β， （わが上 昇 し、

紫外域の エ ネル ee
’
　一一を多 く含み、 白色 度指 数

が高 くな る。 しか し、 もと もと蛍 光分 光放 射

輝度率βf   の 高い 試験色 3は高色 温度 にな るに

つ れ蛍光分光 放射 輝度率 βf   の 増加率 が小 さ

く、青 み へ の 移 動が少 な い 。こ れ は相 対外 部

蛍光放 射効率 Q 。 ωが 長波長側 にあ るため 、蛍

光分光放射輝度率 の 短波 長域 が吸 収 されて、

青み の 増加率 が減少 し、 白色度指数の 増加率

も少ない もの と推 察 され る、

　相関色温度が8000K 以上にな る と、色差 や

白色 度指数の 増加率が緩慢にな るe これ は色

温度が 2倍に な っ て も、蛍光分光放射輝 度 率が

2倍に ならな い ため と考 えちれ る。

　5000〜80eOK で は 500K の 差 が専 門家 には知

覚 され るが （色差 △ E 勧 ≦  ，3 ）、
一

般人で

は （色 差 △ E 勧 ≦ 1．2 ＞1000K くらい の 色 温

度の 相 違な ら等 しく知覚 され 、 さ らに 150  OK

以上で は 専門家で も25  OK 異 な っ て も等 しく

知覚 され るこ とが推察 された。

3 ．観測者 の 相違 に よる白さの 見えの 変化

　観測者が変われ ば、 白色物質の 見 えが 異な

るこ とが予想され る。 そこ で 等色関数
2 ） を用

い て、被験者の 色好み に よる影響 が生ず る以

前の 、 白さの 知覚差 に つ い て 調査 を した。

3 ． 1　 条件

　等色関数と して StlQes −Burchの 20人の 等色

関数 r，。（1＞， a、。（D，翻 （D を用 い た。

3 ． 2　 方法

　各試 験色の 全分光放射輝度率βt ，x ω、 CI

E 三刺激値、色度座標、 L”

i9 ，
a  B ，bX　i　e 値、

CIE 白色度指数 Wie を計算 し、 CIE1964

補助標準観測 者 を基準 とした時の 色差 と白色

度指数差 を求め た 。

　試験色の相対外部蛍光放射効率Q 、 ＠ を1倍、

2倍、 3倍に した と きの 同様の 結 果を求め た。

　 CIE 白色度式 の 基 準線 と同様の 基準線 を

各被験者 に対 して 捜 し、基準線の 勾配 と方向

を調査 した 。

3 ． 3　 結果

　各試験色 に対す る標準観測者 と 2 被験 者 の

白色度指数の 差は ほ とん どな く、色差 にお い

て は、 専門家 には等 しくみ られ ない が、
一

般

人に は等 しく知覚 され る 範囲以内に あ っ た。

さちに、 同じ試験色に対 し、個 々 の 被験者 に

よ り試験色に色相 差が生 じて い るこ とが判 っ

た 。 色相 の ズ レ は標準観測者 を中心 と して 青
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み ・緑み ・赤 み に 分類で きた tt

4 ．眼 内吸光 度の 変化 に伴 う 自色度指数 の

　 　変動

　加齢に よ り水晶体の 吸光度は 増加 L、瞳孔

も縮小 して い く， そこ で水晶 体の 分光透 過率

t 、ω
3 ，

を掲 い て 、その 光学 密度 を さま ざまに

変化 させ た時 に、 白さの 兒えが どの よ うに変

わ る か を推定 した。

4 ． ユ　 条件

　（D 光学密度 の 倍率は 0，6、 1．4 倍の 間を

 、04倍の 間隔 と し、 ¢ 王E1964 補助標 準観 測

者 を LO 倍 と した．

4 ． 2　 方法

　各試験色の 全分光 放射 輝度 率 β・ ．・（わ、 CI

E ．三刺激値、色度座標、 Lfie，ざ 旧 ，b
’
　iZ 値、

CIE 自色度指数W16 を計算 し、 CIE1964

補助標 準観 測者 を基準 と した 時の 色差 と 白色

度捲数差 を求め た。

　瞳孔 が小 さい 場合 も同様 に調 査 した。

4 ． 3　 結 果

　瞳孔の 大 小に 拘 らず、光学密度の 倍率が 小

さくな るほ ど試験色は 青み を増 し白色度指数

が 高 く、焙率が 大き くなる ほ ど黄色み が増 し

て 自色度指 数が 低 い こ とが判 っ た。 また 瞳孔

が小 さ い ときの 方が 瞳孔が大 き い と きよ りも

試験色は黄み 方向に ずれ る 。 これ は瞳孔の 小

さい 方 が光 の 入射量 が少な くな り、水晶体の
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厚み が変化す る た め と思われる b さらに、光

学密度 の 柑違は 明る さ感覚に 深 く関係 し、倍

率が 1．Oよ り小 さ い ほ ど 明度指数が 高 く明 る く

感ず る こ とが判 っ た 、

5 、　才5わ り占こ

　視感 評 価環境 が変わ る と試験 色の 白 さが変

化 するこ とが判 っ た。 その 栢違は被験者の 色

好み に よ る バ ラツ キに 比べ る と小さ い も の で

は あ る け れ ど も、無視す る こ とは で きない と

思わ れ る． また、照明光源の 色温度の 変化に

つ い ては 、今後 さらに色順 応 との 関係 に つ い

て も解 明 す る必 要 があ る し、眼内吸光度の 変

化 に対 して は 各年齢 に応 じた光 学密度 を捜 す

必 要が ある と思われ る 。

文献

（1）CIE ：　⊆9勲 ま鯉窯 浬　（Offic 量a．9　Recommenda 厂

tions 　of 　thc　Intern｛廴tionaQ 　Commiss玉on 　on

IQ曵u皿 inatiofl＞，　CIE 　Pub璽．　No．15（B−1，3．1），
Bifreau　Centra 聾　de　臾乱　CIE ，　P乱ris 　　　（1971）

（2）W．S．　StiQes　〜Lnd 　J．　M．Burch二　N．P，　L．　co 受
一

〇ur 　matching 　investigation ，　fina夐　report

（1958），　Optica　Acta ，，　6，　1，　（1959＞

（3）W，S、　StiPes　乱nd 　G．　Wyg．　zecki ：　CoQOur −

matehing 　data　乱nd 　the 　speetra 殳　absorp

tion 　curves 　of　vis 旺ap　pig蹴ents ，　Vis．Res．

，　ユ∠皇，　195　（19ア4）

400
　 疂

500　　　600｛肥 ）

試 験 色 No ．　 2

o。2

o．1

0．1

0．0

長

400　　　　500　　　　　600（鵠 厘）

試験 色 No ．　 3

図 1 各色 温度 の 合成昼 光に お け る試験色 1−3の 蛍光分光放射効率 β・（心
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